













Study of the activities for the children’s growth and child-rearing by the Osaka Association 

























































①３-11 1925 大正14 第三回大阪赤ん坊審査会尋問答案調査表
②４-８ 1926 大正15 文字に現はれたる婦人の覚悟
③４-８ 1926 大正15 東京赤ちやん審査会概評
④４-９ 1926 大正15 文字に現はれたる婦人の覚悟（二）
⑤４-10 1926 大正15 文字に現はれたる婦人の覚悟（三）
⑥４-11 1926 大正15 第四回赤ん坊審査会に於ける調査
⑦４-11 1926 大正15 文字に現はれたる婦人の覚悟（四）
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　 内田：大正～昭和戦中期における大阪児童愛護連盟「赤ちゃん審査会」の活動実態と歴史的意義
⑧４-12 1926 大正15 啼叫児に対する母親の注意―第三回赤ん坊審査会に於ける調査―
⑨９-３ 1931 昭和６ 母親のメンタルテスト―昭和６年１月13日過程を思ふ日　大阪中央放送局よ
り放送の婦人講座―
⑩11-１ 1933 昭和８ 母親のメンタルテスト－出産時の信仰・迷信・記念事業・命名の由来－
⑪11-３ 1933 昭和８ 母親のメンタルテスト（二）―子供の病気・補助栄養品・妊娠時の父母の年齢・
つわり―
⑫11-４ 1933 昭和８ 母親のメンタルテスト（三）―妊娠中の病気、産婆か入院か、産後の病気―
⑬11-７ 1933 昭和８ 母親のメンタルテスト（四）―お産の時の費用、家の間敷と庭の坪数、住居
の方向と家賃―
⑭15-１ 1937 昭和12 東京の審査会に於ける母親のメンタルテスト（一）―出生順位、名前の由緒、
名付主、出生記念―
⑮15-２ 1937 昭和12 母親のメンタルテスト（二）―子供の病気・補助栄養品・妊娠時の父母の年
齢・つわり―どんな病気に罹ったか、母乳代用品、子供が宿った時の両親の
年齢、お産は誰の手で生まれたか―
⑯15-３ 1937 昭和12 東京の審査会に於ける母親のメンタルテスト（三）―妊娠中のつわり、妊娠
中の病気―
⑰15-４ 1937 昭和12 東京の審査会に於ける母親のメンタルテスト（四）―お産の場合、産後の発
熱、お産の時のおまじない、お産の時の費用―
⑱15-５ 1937 昭和12 東京の審査会に於ける母親のメンタルテスト（五）
⑲15-６ 1937 昭和12 東京の審査会に於ける母親のメンタルテスト（六）
⑳15-７ 1937 昭和12 大阪の審査会に於ける母親のメンタルテスト（一）
㉑15-９ 1937 昭和12 大阪の審査会に於ける母親のメンタルテスト（二）
㉒15-10 1937 昭和12 大阪の審査会に於ける母親のメンタルテスト（三）
㉓15-11 1937 昭和12 大阪の審査会に於ける母親のメンタルテスト（四）
㉔15-12 1937 昭和12 大阪の審査会に於ける母親のメンタルテスト（五）
㉕16-４ 1938 昭和13 第九回全東京乳幼児審査会（1937年昭和12年）に於ける母親のメンタルテス
ト（一）―出生順位、命名の由来、命名者―
㉖16-５ 1938 昭和13 第九回全東京乳幼児審査会に於ける母親のメンタルテスト―出席記念事業、
母乳代用品、お産の経路、使用歯磨―
㉗16-６ 1938 昭和13 第九回全東京乳幼児審査会に於ける母親のメンタルテスト（三）―産時のま
じない、生月表―
㉘16-10 1938 昭和13 第九回全東京乳幼児審査会に於ける母親のメンタルテスト―妊娠中の病気、
産後の発熱、つわり―
㉙16-12 1938 昭和13 第九回全東京乳幼児審査会に於ける母親のメンタルテスト（其の四）―本誌
６月号より続く―
㉚17-９ 1939 昭和14 第十六回全大阪乳幼児審査会に於ける母親のメンタルテスト―産時のまじな
い―
㉛17-10 1939 昭和14 第十六回全大阪乳幼児審査会に於ける母親のメンタルテスト―出産の記念事
業―
㉜17-12 1939 昭和14 第十六回全大阪乳幼児審査会に於ける母親のメンタルテスト（三）
㉝18-２ 1940 昭和15 第十六回全大阪乳幼児審査会に於ける母親のメンタルテスト（四）
㉞19-１ 1941 昭和16 第十一回全東京乳幼児審査会お母さんのメンタルテスト結果
㉟19-２ 1941 昭和16 第十一回全東京乳幼児審査会お母さんのメンタルテスト結果（二）
㊱19-３ 1941 昭和16 第十六回全大阪乳幼児審査会に於ける母親のメンタル・テスト結果（五）
㊲19-５ 1941 昭和16 第十六回全大阪乳幼児審査会に於ける母親のメンタル・テスト結果（六）



































月 5 日に設立されたのが、大阪児童愛護連盟である。 
 図 1】 
 





                                                  
6 「大阪児童愛護聯盟趣旨」『コドモ愛護』12 年 7 月号、1 頁、1923 年 
7 同注 3 


































































































      
（「大阪児童愛護連盟規約」『子供の世紀』第 6 巻第 9 号、93 頁、1928 年） 
 
 「児童愛護宣伝デー」事業は、連盟設立初年の 1921（大正 10）年 11 月に大阪で初めて挙行され、翌





 「児童の教養愛護に関する冊子」事業としては、連盟機関誌『子供の世紀』を月 1 回、1923（大正 12）
年 5 月の創刊から戦況の悪化とそれにともなう物資不足の影響で自ら終刊の道を選ぶことになる 1944




































































































































































































































































































































1922 1923 1924 1925 1926 1927 1928 1929 1930 1931 1932 1933 1934 1935 1936 1937 1938 1939 1940 1941 1942 1943
T11 T12 T13 T14
T15/
S1
S2 S3 S4 S5 S6 S7 S8 S9 S10 S11 S12 S13 S14 S15 S16 S17 S18
大阪 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21
堺 1























































年 場所 メンタルテストを実施した「赤ちゃん審査会」名称 前掲論考リスト番号
1925（大正14） 大阪 第三回赤ん坊審査会 ①②④⑤⑦⑧⑨※
1925（大正15） 東京 第二回東京赤ちゃん審査会 ③
1925（大正15） 大阪 第四回あかんぼ審査会 ⑥
1930（昭和５） 大阪 第八回赤ん坊審査会 ⑨※
1932（昭和７） 大阪 第十回記念大阪あかんぼ審査会 ⑩～⑬
1936（昭和11） 東京 第七回17全東京乳幼児審査会 ⑭～⑲
1936（昭和11） 大阪 第十四回18全大阪赤ん坊審査会 ⑳～㉔
1937（昭和12） 東京 第九回全東京乳幼児審査会 ㉕～㉙
1938（昭和13） 大阪 第十六回全大阪乳幼児審査会 ㉚～㉝、㊱㊲
1939（昭和14） 東京 第十一回全東京乳幼児審査会 ㉞㉟













































































































































































Study of the activities for the children’s growth and child-rearing by the Osaka Association 
for Child Nurturing from Taisho Era to Showa Era during World War II
UCHIDA Toko
　This study aimed to clarify the facts of “the Healthy Baby Contest”, which had been held to reduce the infant 
mortality rate by the Association of Osaka Child Protection, whose activities were started in Osaka and spread 
nationally from Taisho Era to Showa Era during World War II, and also aimed to reconsider the meanings of “The 
Healthy Baby Contest” by analyzing the results of the questionnaire surveys called “Mental Test”.
　By this study, it became apparent that the awards of healthy babies had not only served to indicate the ideal 
mother to aim for and to disseminate accurate information about child rearing such as sanitation and nutrition, 
but also had some other implications, including the following:
（1） “The Healthy Baby Contest” placed a new focus on children of the middle class, thus serving to protect 
healthy children against diseases and make them healthier.
（2） “The Healthy Baby Contest” provided the opportunities to understand the situation of child rearing, by 
means of sociological research about children and their mothers.
（3） “The Healthy Baby Contest” also provided the opportunities to understand the public attitudes to child birth 
and child rearing at that time.
　The Osaka Association for Child Nurturing  had made use of the research results in their projects for 
improving the situation of children.
　With these three implications, “the Healthy Baby Contest” of the Association could be considered to be a 
pioneering activity lead by a private organization.
Keywords :  The Osaka Association for Child Nurturing, “The Century of the Child”, “The Healthy Baby 
Contest”, “Mental Test”　（questionnaire survey）, infant mortality rate
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